

































































































































































































いましたが、19 世紀後半、西欧列強の出現によって破られます。  それは未
知の文明の出現、「キリスト教国」からの軍事・政治的脅威として認識されま
した。 近代のはじまりとともに、宗教問題が政治問題の前景に躍り出たので



































































































































「北米先住民 :初めて聖人に…バチカンで列聖式」毎日新聞 2012 年 10 月 22 日 10
時 10 分（最終更新 10 月 22 日 13 時 46 分）  
2 たとえば日本の TV 報道では、殺人事件や交通事故、季節の恒例行事、芸能ニュー
スの方が、国際政治や人権問題よりも重視されている。  
3 近年の代表的な論考として、島薗進『国家神道と日本人』2010、岩波新書。  
4 井上順孝・伊藤聡・遠藤潤・佐藤眞人・森瑞枝『ワードマップ神道 日本生まれの
宗教システム』1998、新曜社。（英訳：Inoue Nobutaka, Ito Satoshi, Endo Jun, Mori Mizue, 










6 伊藤聡『神道とは何か ―神と仏の日本史―』中公新書、2012、など。  
7 たとえば大国隆正『球上一覧』（1862 文久 2 年）。  
8 近代神道では神社神道、教派神道とも、禊・祓を極めて重視する。近代神道は欧米
のスピリチュアリズムを視野に入れて検討しなければならない。  
9 古事記伝を解読する方法については、森瑞枝「『古事記伝』の注釈態度─「天地初発」
段について」（山下久夫・斎藤英喜編『越境する古事記伝』、森話社、2012、305-343p）。  
10 宣長が記紀のテキスト論を確立する過程については、「『古事記伝』の構想と漢学―
一之巻「古記典等総論」の「史」―」（『白山中国学』11、2004、21-34p）。  
11 『古事記伝』はマガツヒの神（死）の働きを重視している。マガツヒの働きは偶発
的で、ある秩序をまるごと不可逆的に終了させてしまう。  
 
 
 
36
共生の哲学に向けて――イスラームとの対話――
